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第１章 計画策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

近年、少子高齢化や情報化の進展など急激な社会環境の変化により、人々のライ 

フスタイルが変化し、健康づくりへの意識が高揚するとともに、スポーツに対する 

ニーズも多様化してきました。 

また、生活習慣病をはじめとした様々な健康不安や子どもの健全な発達・成長を 

支える体力・運動能力の低下、運動をする子どもとしない子どもの二極化等も問題 

となっています。 

このようなことから、子どもから高齢者まで、誰もが健康で生き生きとした生活 

を送るためには、日々の暮らしにスポーツを取り入れることができる環境づくりが 

急務となっており、国が「スポーツ基本計画」を、県が「青森県スポーツ推進計画」 

を策定しています。 

   本市においても、市民一人ひとりが自らの健康を大切にし、進んで健康づくりに 

参加できるよう、市民同士がともに支えあいながら社会全体で健康づくりを推進す 

るため、平成２７年２月に「子どもの健康教育」「保健協力員の充実」「一市民一 

スポーツ」を３本柱とする「健康都市宣言」をし、各施策を展開しています。 

   特に、３本柱の一つである「一市民一スポーツ」の推進については、市民一人ひ 

とりが健康や体力の増進を図り、日常的にスポーツ活動やレクリエーション活動を 

実践できるよう、各種事業の実施やスポーツ施設の環境整備に努めているところで 

す。 

   そしてこのたび、市民が「いつでも・どこでも・だれでも」スポーツに取り組み、 

豊かなスポーツライフを実現することにより、本市がより明るく力強いまちとして 

発展していくことを願って、ここに「黒石市スポーツ推進計画」を策定するもので 

す。 
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２ 計画の位置付け 

   本計画はスポーツ基本法第１０条の規定による「地方スポーツ推進計画」である 

とともに、「第５次黒石市総合計画基本計画」のまちづくりの目標３「心豊かな人 

を育てるまち」の「３－４ スポーツの振興」の各施策をはじめ、競技スポーツ活 

動・レクリエーションスポーツ活動に関する施策を一体的に推進するための分野別 

計画として位置づけます。 

 

 

３ 計画の期間 

   本計画は、平成３０年度を初年度とし、平成３４年度までの５年間を計画期間と 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第1回黒石市民運動会 大玉運び） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第1回黒石市民運動会 綱引き） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０歳以上

全体

関心がある 関心がない 無回答

第２章 本市の現状と課題 

 

１ 市民の運動・スポーツに関する意識調査 

平成２９年８月に開催した第１回黒石市民運動会を通して、市民のスポーツに対 

する意識を把握し、「一市民一スポーツ」の推進を図る計画策定の資料とすること 

を目的として、「市民の運動・スポーツに関する意識調査」を行いました。 

これらの結果を踏まえたうえで、市民が、いつでも・どこでも・気軽にスポーツ 

に親しむ環境づくりを推進することにより、市民がスポーツを通して、健康で明る 

く豊かな生活を送ることができる社会の実現を目指します。 

 

 

配 布 数 回 答 数 回 答 率 

４００枚 ２６９枚（男１７１人、女９８人） ６７.２５％ 

 

 

（問１.）あなたは運動・スポーツに関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「男性」、「女性」及び「各年代」で、運動・スポーツに対する関心の高さがうか 

がえます。また、「全体」では２３３人（８６.６％）が運動・スポーツに「関心が 

ある」と回答しています。 
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18.0 

8.2  

8.2 

6.3 

5.0 

4.3 

3.7 

3.7 

3.5 

2.6 

2.4

2.2 

2.0 

2.0 

1.3 

1.3 

1.1 

1.1 

1.1 

0.2

2.5

2.0 

17.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

ウォーキング（散歩含む）

ランニング・ジョギング

野球・ソフトボール

グラウンドゴルフ

ボウリング

陸上競技（マラソン含む）

バドミントン

卓球

ヨガ・太極拳

ダンス・エアロビクス

バスケットボール

ソフトバレーボール

サッカー・フットサル

テニス・ソフトテニス

水泳・水中ウォーキング

水泳競技

ラケットテニス

ゲートボール

バレーボール

剣道・柔道・空手・拳法

その他の軽スポーツ

その他の競技的スポーツ

行っていない

（問２.）最近、下記に示すようなスポーツを行っていますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ウォーキング（１８.０％）」、「ランニング・ジョギング（８.２％）」、「野 

球・ソフトボール（８.２％）」の割合が高く、その他にも様々なスポーツを行って 

いることがうかがえます。 

 

（％） 
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33.9 

22.6 

17.1 

13.4 

3.1 

2.7 

2.1 

5.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

健康・体力づくり

運動不足解消

楽しみ・気晴らし

友人や仲間との交流

自分の記録や能力の向上

家族とのふれあい

美容・ダイエット

特にない

12.8 

9.0 

25.0

10.6

4.8

7.5

5.3

10.1

14.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

ほぼ毎日

週に４～５回

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

年に６～１０回

年に１～５回

不明

（問３.）あなたは普段、問２であげられるような運動・スポーツをどの程度行っ

ていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ スポーツを行っている人の中では、「週に２～３回（２５.０％）」と回答した人 

の割合が最も高く、「ほぼ毎日（１２．８％）」、「週に４～５回（９．０％）」、

「週に１回（１０．６％）」を加えると、週に１回以上運動・スポーツを行う人が５

７．４％となり、普段から運動をする習慣が身についている人が多いことがうかがえ

ます。 

 

（問４.）運動やスポーツを行う目的は何ですか。（２つまで回答可） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「健康・体力づくり（３３.９％）」及び「運動不足解消（２２.６％）」と答えた 

人の割合が高く、健康増進を目的にスポーツ活動に取り組む人が多いことがうかがえ 

ます。 

（％） 

（％） 
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16.9 

14.5 

10.1 

8.2 

0.5 

11.6 

15.0 

23.2 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

スポカルイン黒石

黒石運動公園

黒石市スポーツ交流センター

黒石市内の学校施設

黒石市立武道場

その他の施設（市内）

その他の施設（市外）

無回答

34.6 

26.9 

10.8 

7.7 

5.4 

4.6 

4.6 

0.8 

0.8 

3.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

仕事が忙しくて時間がない

始めるきっかけがない

一緒に行動する仲間がいない

病気、高齢などの身体的な理由

場所や施設が近くにない

施設の休みや利用時間が合わない

苦手・嫌い・興味がない

指導者がいない

その他

特にない

（問５.）どんなスポーツ施設を利用していますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「スポカルイン黒石（１６.９％）」、「黒石運動公園（１４.５％）」、「黒石市 

スポーツ交流センター（１０.１％）」の順に割合が高くなっており、市内の施設を 

利用している人が６１.８％となっています。また、「その他施設（市内）（１１.

６％）」の内訳として、各地区公民館・地区センター、東公園などが挙げられます。 

 

（問６.）運動やスポーツを行わない理由は何ですか。（３つまで回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ スポーツを行わない理由として、「仕事が忙しくて時間がない（３４.６％）」、 

「始めるきっかけがない（２６.９％）」の順で割合が高くなっており、約６割を占 

めています。 

 

（％） 

（％） 
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31.2 

18.4 

12.1 

9.2 

7.8 

4.3 

3.5 

3.5 

2.8 

1.5

5.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自由時間が増えれば

一緒に行う仲間がいれば

育児や家事が軽減すれば

一人でもできるものがあれば

気軽に参加できるイベントがあれば

健康になれば

勤務時間が減れば

指導してくれる人がいれば

早朝や夜間に施設が利用できれば

その他

無回答

  （問７.）今後どのような点が変われば運動やスポーツを行うようになると思いますか。

（３つまで回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「自由時間が増えれば（３１.２％）」と回答した人の割合が最も高く、「育児や 

家事が軽減すれば（１２．１％）」、「勤務時間が減れば（３．５％）」、「早朝や

夜間に施設が利用できれば（２．８％）」を加えると、多くの人がスポーツ活動に取

り組む時間の確保が課題であると考えていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 
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16.4 

9.0 

8.5 

7.3 

6.8 

6.2 

5.6 

5.6 

4.0 

4.0 

3.4 

2.3 

1.7 

1.7 

1.7 

1.1 

1.1 

1.1 

1.1 

0.6 

0.6 

2.3 

0.6 

7.3 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

ウォーキング（散歩含む）

ヨガ・太極拳

ランニング・ジョギング

ボウリング

水泳・水中ウォーキング

卓球

テニス・ソフトテニス

バドミントン

ダンス・エアロビクス

ラケットテニス

ソフトバレーボール

野球・ソフトボール

グラウンドゴルフ

バレーボール

バスケットボール

ゲートボール

陸上競技（マラソン含む）

水泳競技

剣道・柔道・空手・拳法

サッカー・フットサル

ラグビー

その他の軽スポーツ

その他の競技的スポーツ

特にない

（問８.）今後主に行いたいスポーツは何ですか。（３つまで回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 現在スポーツを行っていない人を対象に、今後主に行いたいスポーツについてたず 

ねたところ、「ウォーキング（１６.４％）」と答えた人の割合が高く、手軽に始め 

られることや、健康ブームを反映したニーズの高さがうかがえます。 

 

（％） 
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２ 子どもの体力・運動能力 

   平成２８年度の全国の小・中学校の新体力テストの調査結果によると、本市の児

童生徒の体力は、小学５年生女子は全国平均を上回っていますが、小学５年生男子、

中学２年生男女は全国平均を若干下回っています。 

  個々の種目に関しては、小学生５年生男女ともに柔軟性の「長座体前屈」ほか２

種目が全国平均を下回っています。また、中学２年生男女ともに筋パワー・筋持久

力の「上体起こし」ほか３種目が全国平均を下回っています。 

 

 

 

体力テスト種目 単位 体力要素 測 定 

①握 力 ㎏ 筋 力 左右握力平均値 

②上体起こし 回 筋パワー・筋持久力 30秒間に上体を起こした回数 

③長座体前屈 ㎝ 柔 軟 性 長座位で前屈したときの両手の前方への移動距離 

④反復横跳び 点 敏 捷 性 20秒間に両脚で左右側方に反復跳躍した回数 

⑤20ｍシャトルラン 

（持 久 走） 
回 全 身 持 久 力 20ｍ走行の折り返し回数 

⑥5 0 ｍ 走 秒 疾 走 能 力 50ｍの疾走時間 

⑦立ち幅跳び ㎝ 筋パワー・跳躍能力 両脚で前方へ跳躍した直線距離 

⑧ハンドボール投げ 

（ソフトボール投げ） 
ｍ 巧緻性・投球能力 ソフトボールを遠投した距離 

体力合計点 点 
8種目の体力テスト成績を1点から10点に得点化して総和した体力テ

スト合計点 
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性別、年齢別新体力テストの全国・青森県・黒石市平均値 

 

 

校 

 

種 

学 

 

年 

区 

 

分 

①
握

 

力
（
㎏
） 

②
上

体

起

こ

し
（
回
） 

③
長

座

体

前

屈
（
㎝
） 

④
反

復

横

跳

び
（
点
） 

 ⑥ 
 
 

ｍ 
 

走
（
秒
） 

⑦
立

ち

幅

跳

び
（
㎝
） 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
） 

⑧
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
ｍ
） 

体

力

合

計

点 

男 

 

子 

小 

学 

生 

５ 

年 

全

国 
16.45 19.58 33.05 41.60  51.64 9.38 151.24 22.52 53.80 

県 16.74 19.94 31.42 42.20  53.60 9.57 149.74 23.17 53.55 

市 16.23 19.85 30.09 42.41  54.15 9.64 146.62 25.40 53.11 

中 

学 

生 

２ 

年 

全

国 
28.93 27.43 43.08 51.62 392.63 85.56 8.01 194.05 20.65 41.89 

県 30.18 27.15 43.74 51.58 405.44 84.67 8.02 194.79 20.33 42.16 

市 29.61 26.41 45.21 47.05 437.96 81.90 7.77 195.97 20.78 40.49 

女 

 

子 

小 

学 

生 

５ 

年 

全

国 
16.05 18.42 37.44 39.55  40.69 9.62 144.77 13.77 55.18 

県 16.61 18.95 35.92 40.90  44.86 9.70 143.74 14.31 55.87 

市 16.78 18.83 35.79 41.60  45.32 9.71 136.22 15.44 55.75 

中 

学 

生 

２ 

年 

全

国 
23.68 23.26 45.53 46.09 290.03 58.06 8.84 167.28 12.83 49.08 

県 23.96 22.78 45.76 45.95 300.00 56.88 8.69 164.96 12.46 48.37 

市 23.10 20.64 46.82 44.64 318.61 52.54 8.88 163.62 12.92 46.26 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 
 

 

ｍ 
 

走
（
秒
） 

50 

 

（
回
） 

20 

（平成２８年度文部科学省体力・運動能力調査報告書による） 

※持久走は男子が 1,500ｍ、女子が 1,000ｍ。 

※中学生は持久走もしくは 20ｍシャトルランのいずれかを行う。 

※中学生はハンドボール投げ、小学生はソフトボール投げ。 

全国平均より低い 

全国平均より高い 

50 

 

持 
 

久 
 

走
（
秒
） 

⑤ 
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３ スポーツ関係団体 

 

（１）公益財団法人黒石市体育協会 

     公益財団法人黒石市体育協会（以下「市体育協会」という。）に加盟する団 

体は、平成２９年４月現在で２３団体あり、所属する会員数は９９２人となっ 

ています。 

     市体育協会や加盟団体では、独自に主催事業として各種大会を積極的に開催 

しており、本市の競技スポーツの振興に貢献しています。 

     また、本市の姉妹都市である宮古市と、スポーツを通して交流と親睦を深め 

るスポーツ交流会を開催しています。 

     平成１６年４月、本市唯一の総合型地域スポーツクラブ「ＮＰＯ法人黒石ア 

スリート＆エンジョイクラブ」が設立されましたが、平成２８年３月に組織変

更し、翌月任意団体として新たな活動を開始するとともに、市体育協会に加入

しました。 

同クラブは、これまでの活動目的である子どもから大人まで、生涯にわたっ 

て気軽にスポーツを楽しむことができる環境づくりを継承しつつ、卓球やフェ 

ンシング等の７競技で、主にジュニア選手の指導・育成を行うとともに、スポ 

ーツ・レクリエーション交流会や各種スポーツ教室を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スポカル番付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（くろいしアスリート＆エンジョイクラブ 卓球教室） 
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表 公益財団法人黒石市体育協会加盟団体名簿 

 

加盟団体名 会員数（人） 

黒石市陸上競技協会 ２６ 

黒石野球協会 ４５ 

黒石市卓球協会 ７７ 

黒石烏城ソフトテニスクラブ ５３ 

黒石剣友会 ５２ 

黒石市バレーボール協会 ５０ 

黒石市バドミントン協会 １００ 

黒石市バスケットボール協会 ２０ 

黒石山岳会 ３７ 

黒石市柔道協会 ５０ 

黒石空手協会 １９ 

黒石テニス協会 ３０ 

黒石市弓道協会 １８ 

黒石市ウエイトリフティング協会 １９ 

黒石市少林寺拳法協会 ２５ 

黒石市フェンシング協会 ７０ 

黒石市ソフトボール協会 １６ 

黒石サッカー協会 ２７ 

黒石スキークラブ ５３ 

黒石ボクシングクラブ ２２ 

黒石市グラウンド・ゴルフ協会 ５６ 

黒石市武術太極拳連盟 １６ 

くろいしアスリート＆エンジョイクラブ １１１ 

２３団体 ９９２ 

※平成２９年４月現在 
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（２）スポーツ推進委員 

     本市の、スポーツ推進のための事業実施に係る連絡調整及び、市民に対する 

スポーツの実技指導、その他スポーツに関する指導、助言を行う非常勤職員で 

す。 

平成２９年４月現在、本市には１５人のスポーツ推進委員が委嘱されており、 

３０歳代から６０歳代までの男性１２人、女性３人で構成されています。 

  市内の小学校や各団体からの依頼で、スポーツ・レクリエーションの実技指 

導や講習会を行い普及活動に努めています。 

     また、スポーツ推進委員自らの資質向上のため、各種研修会への参加や、他 

市町村との情報交換も積極的に行っています。 

     新規委員を確保することで、日中の指導者派遣に対応できる体制を整えるこ 

とができたものの、スポーツに対する市民の多様なニーズに対応するためには、 

今後もスポーツ推進委員の新たな人材の発掘と育成が課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （市内小学校のフライングディスク実技指導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市内各団体のキンボール実技指導） 
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４ スポーツ施設と利用実績 

   スポカルイン黒石をはじめとする、本市の主要なスポーツ施設の指定管理者であ 

る市体育協会では、各施設の維持管理業務を計画的に実施するとともに、独自の主 

催事業を展開するなどしており、各施設の利用者は着実に増加しています。（P15 

～17・P19参照） 

 

（１）スポカルイン黒石 

     平成８年にオープンしたスポカルイン黒石は、メインアリーナの床面積が２，

６００㎡と県内はもとより東北有数の規模を誇り、全国大会等の様々なスポー

ツ大会が開催されています。 

また、フィットネストレーニング室では各種トレーニング機器を揃え、スタ

ッフが個人の能力に合わせて指導し、年々利用者が増加しています。 

なお、施設の名称は、「Ｓｐｏｒｔｓ（スポーツ）」、「Ｃｕｌｔｕｒｅ（文

化）」、「Ｉｎｄｕｓｔｒｙ（産業）」が由来となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（黒石市民ナイター卓球大会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（フィットネストレーニング室） 
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○スポカルイン黒石利用実績 

 

区 分 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 

件 人 件 人 件 人 

アリーナ 

全  面 173 47,008 178 51,455 194 50,075 

半  面 132 2,721 156 2,566 184 3,117 

一般開放 

高校生以下 

100 

3,099 

100 

2,686 

97 

3,433 

大  人 5,377 5,993 6,171 

大 会 議 室 282 15,767 276 14,899 270 15,170 

中 会 議 室 589 8,707 623 7,829 612 8,186 

親子アリーナ 742 18,485 759 20,008 856 18,881 

フィットネス 

高校生以下 ‐ 2,128 ‐ 2,472 ‐ 1,305 

大  人 ‐ 15,813 ‐ 18,024 ‐ 22,697 

健康ウォーク ‐ ‐ ‐ 2,168 ‐ 4,223 

合  計 2,018 119,105 2,092 128,100 2,213 133,258 
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（２）黒石市スポーツ交流センター 

     昭和５２年、黒石市中央スポーツ館としてオープンしました。平成２９年４

月に黒石市スポーツ交流センターに名称を変更し、市民の心身の健康と、スポ

ーツの振興に資する施設として市民の交流の場となっており、幅広い世代に利

用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（アリーナ） 

 

○黒石市スポーツ交流センター利用実績 

 

区 分 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 

件 人 件 人 件 人 

アリーナ 

全  面 548 17,047 504 18,741 503 16,458 

半  面 603 9,064 685 8,859 743 8,571 

個人利用 

高校生以下 ‐ 2,123 ‐ 1,461 ‐ 1,411 

大  人 ‐ 173 ‐ 270 ‐ 184 

合  計 1,151 28,407 1,189 29,331 1,246 26,624 
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（３）黒石市立武道場 

     昭和５７年にオープンし、市民の心と技を鍛える武道のための施設として、 

一年を通して利用することができ、市の武道中核施設として多くの選手を輩出 

してきた歴史ある施設です。 

     施設利用状況として、市内の空手、柔道などの団体が定期的に利用していま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（武道場） 

 

○黒石市立武道場利用実績 

 

区  分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

小 学 生 1,243 1,627 2,086 

中 学 生 1,049 676 281 

高校・一般 1,031 949 1,023 

合   計 3,323 3,252 3,390 

（人） 
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（４）黒石運動公園 

昭和４９年に野球場、昭和５７年にテニスコート、昭和６０年に陸上競技場、

昭和６１年に弓道場、平成元年にプールがそれぞれオープンしました。 

また、平成８年に野球場の夜間照明施設が完成し、平成２４年には夜間照明 

施設もあるテニスコート６面を、天候に左右されず利用できる全天候型に改修 

し、各種スポーツ大会を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（野球場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（プール） 
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○黒石運動公園利用実績 

 

区 分 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 

件 人 件 人 件 人 

野 球 場 124 9,467 

 

86 

 

7,801 76 8,564 

陸 上 競 技 場 115 3,922 90 3,027 79 2,869 

庭 球 場 804 6,714 1,011 8,223 958 8,800 

弓 道 場 442 1,264 457 1,347 388 1,125 

運 動 広 場 25 2,902 9 1,700 27 2,240 

多 目 的 広 場 31 1,440 36 985 29 665 

プ ー ル 28 10,102 31 15,676 30 17,897 

合 計 1,569 35,811 1,720 38,759 1,587 42,160 

 

 

（５）各スポーツ施設の課題 

各施設が全体的に老朽化していることから、施設の維持管理については、指 

定管理者と協議しながら連携を密にして、適切な施設の管理運営に取り組むこ 

とが必要です。 
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５ 学校施設開放事業 

昭和５１年に「黒石市立小・中学校の施設の開放に関する規則」を制定し、市民 

の健康増進、スポーツの普及、技術向上、青少年の健全育成のため、市内スポーツ 

サークル活動の場として学校体育施設を開放しています。 

平成３２年（２０２０年）４月からは、市内小中学校適正配置計画の実施により、 

利用施設及び利用方法の検討が必要です。 

 

○学校施設開放利用実績 

 

 

 

 

 

学 校 名 

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

回 

 

数 

利 

用 

者 

時 

 

間 

団 

 

体 

回 

 

数 

利 

用 

者 

時 

 

間 

団 

 

体 

回 

 

数 

利 

用 

者 

時 

 

間 

団 

 

体 

黒石小学校 334  7,478  785  3  291  6,929  588  3  262  7,676  540  3  

六郷小学校 139  1,782  307  5  99  1,165  213  5  80  827  170  6  

上十川小学校 100  1,734  210  2  107  1,576  228  2  118  2,771  278  2  

中郷小学校 241  3,335  480  7  207  3,097  427  7  186  2,738  370  8  

北陽小学校 171  2,596  349  6  163  2,569  326  7  139  2,297  278  8  

東英小学校 82  1,304  213  2  221  4,013  541  2  132  1,765  336  2  

牡丹平小学校 145  1,605  294  4  160  2,139  700  4  222  2,632  803  6  

浅瀬石小学校 171  2,716  335  4  139  2,300  274  5  140  2,338  275  4  

追子野木小学校 218  5,607  435  6  207  3,587  391  6  168  2,347  309  5  

黒石東小学校 163  2,186  306  5  192  2,552  356  6  240  3,189  446  7  

六郷中学校 246  4,576  488  7  247  4,022  467  7  193  4,516  386  6  

計 2,010 34,919 4,202 51 2,033 33,949 4,511 54 1,880 33,096 4,191 57 
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第３章 基本方針及び施策の体系 

 

１ 基本方針 

スポーツは、人間の身体的・精神的欲求に応える手段の一つであり、人々は、そ 

れぞれの目的に応じた様々な方法でスポーツに親しむことによって、自らの暮らし 

に活力や潤いを得ています。 

本市は、こうした人間にとって必要不可欠なスポーツを、市民生活の重要課題と 

して位置付け、市民一人ひとりが、各年齢層でそれぞれのライフスタイルに応じて、 

スポーツを「する」「みる」「学ぶ」楽しさを知り、主体的にスポーツ活動を行う 

ことができる環境づくりに努めます。そのうえで、本市競技力の維持・向上を図る 

ことにも努めます。 

  また、市民の運動・スポーツに関する意識調査の中の「運動やスポーツを行わな 

い理由」や、「今後どのような点が変われば運動やスポーツを行うか」の結果を踏 

まえ、市民がスポーツを始めるきっかけ作りとなる環境整備を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（黒石市文化財めぐりウォーキング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出前講座のフライングディスク実技指導〔障害者対象〕） 
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２ 施策の体系 

   本計画の基本目標を４つとし、それぞれの目標を達成するための具体的施策をま 

とめ体系化したのが下記の図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ライフステージに応じた

一市民一スポーツの推進

（２）学校や地域における

子どものスポーツ機会の充実

（３）競技スポーツの推進
（４）スポーツ推進のための

環境整備

黒石市スポーツ推進計画 

基 本 目 標 

②子どもの運動するきっかけ作りの充実 

①スポーツ活動の充実 

②スポーツを通じた健康増進 

③障害者の運動・スポーツの促進 

①地域スポーツ活動を支える人材の育成 

②スポーツ施設の有効活用・利用促進 

③市民のスポーツ意識の高揚 

①夢の実現や未来に向かう競技スポーツの推進 

②全国大会等で活躍できるジュニア選手の発掘・育成 

③各種競技会への参加支援 

①児童・生徒の体力・運動能力の向上 
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３ 黒石市スポーツ推進計画の基本目標の施策 

 

（１） ライフステージに応じた一市民一スポーツの推進 

 

①スポーツ活動の充実 

【具体的な取組】 

     ○ 市内の各種団体等の行事に出向いて、スポーツ・レクリエーションの普

及に努めます。 

     ○ 市民のスポーツニーズを把握するためアンケート調査を実施し、その結

果を基に一市民一スポーツの推進を図ります。 

     ○ 市内の各団体の活動を、市広報等で紹介することで、運動をするきっか 

け作りを促進します。 

     ○ 総合型地域スポーツクラブを活用した、スポーツ機会の充実を図ります。 

 

②スポーツを通じた健康増進 

    【具体的な取組】 

     ○ 初心者向けの各種スポーツ教室を企画、開催することで市民がスポーツ 

をする動機付けを図ります。 

     ○ スポーツ推進委員と連携し、市民のニーズに沿った各種スポーツ教室等 

を開催することで、市民の健康増進を図ります。 

     ○ 本市の一市民一スポーツ普及のきっかけとなる市民運動会を開催し、市 

民運動会が本市のスポーツデーとして定着できるよう取り組みます。 

 

③障害者の運動・スポーツの促進 

【具体的な取組】 

○ 障害者の運動・スポーツの指導者等の拡充を図ります。 

○ 障害者団体等が開催するスポーツイベント等へ協力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レクリエーションスポーツおしかけ講座 ユニカール） 



24 

 

（２） 学校や地域における子どものスポーツ機会の充実 

 

    ①児童・生徒の体力・運動能力の向上 

    【具体的な取組】 

     ○ 平成２８年度の新体力テストの結果を踏まえ、本市が全国平均を下回っ

ている種目（P10参照）を改善するとともに、その他の種目でも得点を伸

ばせるよう、市内小中学校と連携して子どもの体力や運動能力の向上に取

り組みます。 

 

②子どもの運動するきっかけ作りの充実 

  【具体的な取組】 

     ○ 幼児期から体を動かす習慣を身に付けさせるため、地域で保護者と子ど 

もが一緒に参加できるスポーツ教室やスポーツイベントの開催をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市内中学校の部活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市内小学校の体育の時間） 
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（３） 競技スポーツの推進 

 

①夢の実現や未来に向かう競技スポーツの推進 

【具体的な取組】 

     ○ 競技スポーツ指導者の養成や、トップアスリートを招いてのスポーツ講 

習会等を開催し、高度なレベルの技術取得と競技力向上を目指します。 

     ○ 指導者の養成及び資質向上を図るため、専門研修（公益財団法人日本体 

育協会公認指導者研修等）の受講や資格取得を働きかけます。 

 

②全国大会等で活躍できるジュニア選手の発掘・育成 

【具体的な取組】 

     ○ 小中学生のスポーツ活動と連携を図りながら、優れた素質を有するジュ 

ニア選手の発掘等に努めます。 

     ○ 全国大会等に出場することとなった児童・生徒を支援し、ジュニアスポ 

ーツの一層の振興を図ります。 

 

③各種競技会への参加支援 

【具体的な取組】 

○ 青森県民体育大会や青森県民駅伝競走大会へ、本市の代表として出場す

る選手を支援することで、競技スポーツの技術向上や、市民のスポーツに

対する意欲の高揚に努めます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（ソフトテニス教室） 

 

 

 

 

 

 

 

（バスケットボール教室） 
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（４） スポーツ推進のための環境整備 

 

①地域スポーツ活動を支える人材の育成 

    【具体的な取組】 

     ○ スポーツ振興の推進役として期待されるスポーツ推進委員について、熱 

意と能力を有する指導者を積極的に委嘱します。 

     ○ 県等が行う講習会等を積極的に活用して指導者の育成に努めます。 

     ○ 市内各地区協議会の体育委員会等の活動に対し、スポーツの情報提供等 

や必要な支援に努めます。 

 

    ②スポーツ施設の有効活用・利用促進 

    【具体的な取組】 

     ○ 市のホームページ等を活用したスポーツ施設の空き情報や大会等の開

催状況等の情報提供を行います。 

     ○ 市内スポーツ施設等の指定管理者となっている、市体育協会と連携し、 

効果的かつ効率的な施設運営に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出前講座でのキンボール実技指導） 

 

③市民のスポーツ意識の高揚 

【具体的な取組】 

○ これまでのスポーツ賞等に加え、国際大会などで入賞した選手を特別に 

顕彰し、市民のスポーツ活動に対する意識の高揚を図ります。（P27参照） 

○ 平成３７年（２０２５年）に本県で開催される、第８０回国民体育大会 

に向け、市広報等での開催競技の周知や、各種イベントでのＰＲ活動を行 

い、国体開催ムードの醸成を図ります。 
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平成元年～平成２９年 スポーツ賞等受賞者人数一覧 

 

 

スポーツ功労賞 スポーツ指導賞 スポーツ賞 スポーツ奨励賞 スポーツ特別賞

平成　元年
（第24回） 1 21 57

平成　２年
（第25回） 32 31

平成　３年
（第26回） 51

平成　４年
（第27回） 1 59

平成　５年
（第28回） 3 64

平成　６年
（第29回） 1 73

平成　７年
（第30回） 2 53

平成　８年
（第31回） 1 46

平成　９年
（第32回） 2 49 1 6

平成１０年
（第33回） 49

平成１１年
（第34回） 1 66

平成１２年
（第35回） 1 76 1

平成１３年
（第36回） 2 41 25

平成１４年
（第37回） 1 1 34 12

平成１５年
（第38回） 1 61 21

平成１６年
（第39回） 2 43 33

平成１７年
（第40回） 3 29 43

平成１８年
（第41回） 1 33 48

平成１９年
（第42回） 1 18 31

平成２０年
（第43回） 1 37 30

平成２１年
（第44回） 23 54

平成２２年
（第45回） 33 38

平成２３年
（第46回） 1 26 68

平成２４年
（第47回） 35 50

平成２５年
（第48回） 1 36 63

平成２６年
（第49回） 1 57 61

平成２７年
（第50回） 47 49 2

平成２８年
（第51回） 2 48 25

平成２９年
（第52回） 1 47 41 1

（人） 
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【参考資料】 

 

１ スポーツ基本法（平成２３年６月制定） 

「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは全ての人々の権利である。」と 

いう基本的理念のもと平成２３年６月に「スポーツ基本法」が制定されました。 

その理念の実現に向け、国及び地方公共団体の責務の明確化、また、学校、スポー 

ツ団体、民間企業など、スポーツに関連する多様な主体との連携の重要性が示されま 

した。 

 

２ スポーツ基本計画（平成２４年３月策定） 

  国は、スポーツ基本法に基づき、平成２４年３月に「スポーツ基本計画」を策定し 

ています。「スポーツ基本計画」では、わが国の社会の現状と目指すべき社会像を描 

きつつ、スポーツ基本法の理念に基づき、スポーツを通じて目指す社会の姿を明らか 

にし、今後１０年間の基本方針を定めるとともに、今後５年間にわたって総合的かつ 

計画的に取り組む施策を体系化しています。 

○１０年間の基本方針 

①子どものスポーツ機会の充実 

②ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

③住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備 

④国際競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 

⑤オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会の招致・開催等を通じた国際貢 

献・交流の推進 

  ⑥スポーツ界の透明性、公平・公正性の向上 

  ⑦スポーツ界の好循環の創出 

 

３ 青森県スポーツ推進計画（平成２８年４月策定） 

  青森県教育委員会が平成２２年３月に策定した「青森県スポーツ振興計画」が平成 

２７年度末で終了することから、平成２８年度から平成３３年度までの６年間の新た 

な計画として策定されました。「豊かなスポーツライフの実現」を基本理念とし、県 

民が生涯にわたってスポーツに親しむことができる環境づくり、全国大会などで活躍 

する選手の育成、スポーツ活動を支える人材の輩出などを通じ、競技力の総合的な向 

上を進め、県民の豊かなスポーツライフの実現を目指しています。 

  ○５つの取組方針 

  Ⅰ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

   (1)若者のスポーツ活動の推進 

   (2)働き盛り、子育て世代のスポーツ活動の推進 

   (3)高齢者のスポーツ活動の推進 

 

Ⅱ 学校や地域における子どものスポーツ機会の充実 

   (1)幼児期からの子どもの体力向上方策の推進 

   (2)学校の体育活動の充実 

   (3)子どもを取り巻く地域のスポーツ環境の充実 
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  Ⅲ 地域のスポーツ環境の整備・充実 

   (1)総合型地域スポーツクラブの育成・推進 

   (2)地域のスポーツ活動を支える人財の育成・活用 

   (3)地域スポーツ施設の有効活用・利用促進 

(4)地域スポーツにおける企業・大学等との連携・協働の推進 

 

  Ⅳ 競技スポーツの推進 

   (1)国際大会や全国大会で活躍できるジュニア選手の発掘・育成 

   (2)一貫指導体制による育成強化システムの構築 

   (3)スポーツ科学を活用した競技力向上支援体制の整備及び指導者の育成 

   (4)あおもりアスリートネットワークの協力を得た強化支援体制の整備 

 

  Ⅴ スポーツによる地域の活性化 

   (1)スポーツを通じた地域の活性化 

   (2)スポーツによる交流の推進 

   (3)スポーツ活動推進のための情報発信 

 

４ 第５次黒石市総合計画後期基本計画 

平成１３年度に第４次となる黒石市長期総合プランを策定し、「あずましの里くろ 

いし」の実現に向け諸施策に取り組んできましたが、計画期間が終了したことから、 

平成２３年度以降の８年間のまちづくりのビジョンを示す基本構想と具体的な施策 

を定めた前期・後期４年ごとの基本計画で構成されています。 

  基本構想では、キャッチフレーズを「なつかしい、おいしい、あたらしい 黒石」

と黒石のあるべき理想像を明快に表現し、「健康に暮らせるまち」や「活力にあふれ

るまち」など６つのまちづくりの目標と、「農業活性化」や「定住対策」など４つの

重点プロジェクトを定め、各施策を推進しています。 
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５ 黒石市教育大綱（平成２９年２月策定） 

  黒石市の教育の目標や施策の根本となる方針として、「黒石市教育大綱」を策定し

ました。「心豊かな人を育てるまち黒石」を目標とし、その実現のために市長と市教

育委員会が地域の教育政策の方向性を共有して、教育施策を推進していきます。 

○黒石市教育大綱（一部抜粋） 

  ３ 教育施策の４つの柱 

（４）心身の健康を保ち、活力と感動を生み出すスポーツ活動の推進と健康都市宣 

言に伴う教育環境の充実に努めます。 

   

【最重要項目】 

◆ 一市民一スポーツの推進 

子どもから高齢者まで、全ての市民が自分にあったスポーツに親しむことを

通して健康長寿社会の実現を目指していきます。 

◆ スポーツ施設の管理運営 

指定管理者制度のもと、施設設備が有効に管理運営されるよう指導・支援を

していきます。 

◆ 健康教育の推進 

各学校において、生涯にわたって健康を維持していこうとする意識の向上と

健康維持に向けた具体的な方法を身に付けることのできる授業を展開される

よう指導・助言を行っていきます。 

 

６ スポーツ推進委員 

市町村の教育委員会は、市町村におけるスポーツの推進に係る体制の整備を図るた

め、スポーツ推進委員を委嘱しています。役割として、スポーツの実技指導やその他

スポーツに関する指導及び助言等があります。 
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黒石市スポーツ推進計画策定委員会委員名簿 

 

任期：平成２９年１１月２日～平成３０年３月３１日 

№ 氏  名 所属（職名）等 備 考 

１ 吉 田 安 宏 公益財団法人黒石市体育協会会長  

２ 村 元 英 美 公益財団法人黒石市体育協会専務理事  

３ 酒 井 孝 洋 黒石市スポーツ推進委員会長  

４ 今   和香子 黒石市スポーツ推進委員  

５ 髙 木 一 則 黒石市校長会（黒石市立北陽小学校校長）  

６ 神   洋 文 黒石市校長会（黒石市立黒石中学校校長）  

７ 大 沢 陽 子 学識経験者  

８ 山 口 龍 城 学識経験者  

９ 千 葉   毅 

黒石市健康福祉部健康推進課長・ 

黒石市子育て世代包括支援センター 

所長兼務 

 

１０ 佐 藤 正 徳 
黒石市教育委員会理事・指導課長事務 

取扱・教育研究所長兼務 
 

 

 


